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作鳥獣害研究の現場か ら ( 1 )…………………ぃ 回 目 田 園 圏η
+ 

野猿 (福井県) …方 対策 と ーなど …- j; l  と 生息概数 一史的 変遷 …動 勺
するに十分 な知見を得る こ と ができた 。 ，.

ま っ た ゅ う U この経験 から ， 猿害対策を的 確に進めるにはま ず相! ( 福井開農業 改良普及センタ ー 松時二)
手 慨 を知

'
る生息実 態 調査 が必 須である。 ま た ， j 

t 1990年春 ， 福井県嶺南地方の 各 市町村から ， 野猿 より確かで信頼できるデータを収集す るには， 調査依 ?
+ による農作物被 害が深刻で， 地域農業の振興上大きな 頼先の これまでの 調査報告書が， 調査者がどれだけ野 +
4 問題 と なっているので対処願いた いと 陳情を受 けた。 山を歩 いて得た もの かを事前に精査す る こ と が重 要 と 4
i この と きの要請は， 銃器による駆除 と 大型定 置艦によ 思われた。 4 
? る摘捕‘z獲箆に対しての助 成 であつ た。 士地也元から最善の方策 1 
f である と 教え られ， 予算化に踏み 切つ た。 しかし， 現 2 猿害防止対策の主な内容と 効果 f 
+ 地の実 態等を調査していく中で， この対策が必必、ずしも これまで2本!ド宝県では， 1993年から 「良作物 猿害総合 +

つかめていないなど， 対策 自 体を練り直す 必要がある 理 的に防止すす-る方法 と ， 野猿接近笹報シ ス テムの導入 i
; 僻一軽醐…滅附結… や 峨一…の佐叩一一生掛邸息牒実

こ とを痛感した。 そ こで， サjレについての著書をむさ と 追 い払 いを組み合 わせ て人 的に侵入を防止する方法 1
ぽり読む など知識の収集に奔走し， 野猿対策元年がス により ， 1農地 と生息域を分 離する対策J を実 施して f

+
タ ートした。 きた。 これら対策の実 態 と 留意点について整理した +

，. ，. 

い lrz給与は ー 圃 ø..週園 ;
十 サルが何頭生息し， どのよう な行動域でどのように被 圃園田盟国島』程?・圃E撞覇軍盟国圃_ t 
+ 害を発生させ るの か全く知見 がなかった。 このよう な 圃圃圃陰晴園田置盟国園田 3 4 状態では十分 な対策は立てられない ， と 京都大学霊長 興開噂蕗曹11"""'':;;て之主主r曹圃・・圃圃圃園盟圃圃 4 
z 類研究所を訪れた 。 しかし， 大半の先生はニ ホンザル れ r叶』 丸 梅， 選圃・・・園圃置歯菌彊 エ
; の研究より海外へ その場を求めほ と ん ど対応できない わl/ ": ，':，- 明言語圏圃・園田 ; 
I ..4- é -:m7k'" y..， J+;�-4- .，l，. I SJ...� ..J.-，. v\ "， ïJI1. Q:I ...J.. � J..， J..� '7 

� 
v !.{�際3置園田ー・・圃Ef こ とや， 生息 調査を依頼すればかなりの費用がかかる ト j週F"lII圃圃· t ，. - _ " � ' �'W'� � '_V''' ' - ' - ' _ __ _ ， - _ � ' '' -_ __ __ _ .;/苅箆雰ムd思圃圃・・・・・・・・I ，. ; こ とを知"? t;:. o �lE{t-�lîHò ;l;p 悦 と き 抗 知人から S 組閣フィ ール ド調査には， 同研究所の野外観察施設の方々 . 噂蕗認窓=- \ 謹ζF司昭憲嘘酒・圃回都謹

品 がどう かと 紹介され， 早速相談に伺 った。 当施設の 屯波発信機 品
; 方々は， 1 自 然の ま まの野猿をその ま ま 残していきた ; 
; ぃ」 と いう 強 い献があり ， 私た ちの 調査要請に対し 魁臨醐L J i 
+ 快く応 じ てくれた。 圃圃圃臨調歯菌鵬犠� ... .血 ......oIÎ ・・・・・圃画面画也幽...:説 + + しかし， 朗報を持ち帰った がその費用を予算化する ・・・・・・-圃圃・・・E圃 + 

・・・・・・・・・・・・・・・E・・ + 
+ 際 ， 農業 関係部では被 害対策のみしか対応できないと ・・・・・. . * j 一蹴されれ ま った。 自 然保護担当…に貴重な t!?密実ムマ預 j L 酬務 時ザ24加勾i:� t 動物は保護のための 調査研究事業 は行う が， サ/レはそ 弘、 ， サ�\ 与えぷ司r"l t Fιム丸一U争で 付売斗 JIr. 墨....J ，. ; の加恥山の 畑内

かし， 被 害対策を行うには相手を知る こ と が必須であ 1芳 吟、IÆ納苅蕗 達磁蒜璽思週.. 圃- + 
ふ り ， 被 害の動向を把握するための 調査 との名 目で， 苦 制溢.j包?玄E忌リ 苅伝捺説I r i 広抑仇…末 予叫算釦批 即 … … …イ化 μ 吋 …七以 吋 悶 …に峨 明 叫成捌 飢 ん功札 以し比た

E盤'' ; 1991年から 10 数名の研究者 が 3 か年間にわた って i \ 湖間藤弘、冒圃購
i'湾瀦罷議 会 -圏直醤生息等の 調査を実 施した が， 安価 な宿泊所の斡旋， 調 " .JI錨臓を J唖F轟欄事 ... 圃画画題量密唱 主ゐV 掴盟量密にバイ クの手…… 期間を ..... 醗 ， �可 ; 限定して調査する方法しか取れない程難航した。 しか ー・・・・圃置圃K:-"ム; 、....l

し， 調査者の精力 的 な取り組み と 関係機関の協力のも '[{J:波受信機
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+ 上 、;. ' - 0 ; ( l )  パ ト ロ ール駆除お よ び駒嚇
+ 猟友会に依頼 し て銃器 に よ る駆除 を行っ て い る が，
品 猟師が駆除 し や す い群れのみ を対象 と し た り ， 無作為
L に個体数を減 ら そ う と し て い る 。 こ れでは， 必ず し も
f 被害軽減に結びつかず， 有効 と は言 え な い。 む し ろ ，
f 群れの状況に よ り 人償れが進み も っ ぱ ら 良作物に依存
+ し た個体や急激に農地に依存 し始め た群れを駆除の対
品 象 と すべ き であ り ， 猟師に駆除対象の ポ イ ン ト を理解
i し て も ら う こ と が必要 と 思わ れ る 。 ま た， 威嚇 も 兼ね; て行 う 場合 は， 農地 と の境界を侵 し た も の の み に威銃; し て境界を認識 さ せ る こ と や 恐怖岬れ出 る

よ う 射殺 し な いで手傷を追わせて追い返す こ と も 追い
品 上げに は有効であ る 。 ま た， 同時に捕獲個体の性別，
i 年齢， 栄養状態 な どのデー タ を蓄積 し て， 効果判定や
1 サルの置かれた状況の把握に資す る こ と が出来る よ う
T にす る こ と が必要であ る 。; ( 2 )  野猿接近警報 シ ス テ ム の開発

i 野生動物の追跡調査 に 使用 す る 電波発信機 (FOX
タ イ プ， 電池寿命 3 年) に ヒ ン ト を得て， 1災地への出; 没頻度の高 い群れの 1 頭に こ れ を装着 し， 電波受信機

? で群れの位置や行動 を監視 し， 農地侵入の恐れがあ る
+ 地域 に そ の情報を提供す る よ う 本県で考案 した も ので
品 あ る 。 こ の方法は， 慣れれば 1 時間程度でかな り 確実
i に群れの行動方向の予測が可能であ り ， 追い上げ技術
: が高 ま れば群れに と っ て か な り 脅威 と な る 。 し か し，
f 電池の更新や 日 常 の モ ニ タ リ ン グが可能な人材が育成
+ さ れず， こ の シ ス テ ム が機能 し な く な っ て い る 例が見
品 ら れ る 。 ま た， ゴム玉散弾銃の利用や追い払い可能な; 犬の養成な ど， 追い上げ技術の開発を行っ て い る が，

i 被害者であ る 農家が行政に ま かせ っ き り と な り ， 自 ら
f 立ち 向 か う 意識が薄れて お り ， 地域 (集落単位) で協
+ 力 し た 追い上げ技術を確立す る こ と が急務 と な っ て い
+ る 。
+ ; 
+ 
+ 

i 
i 
+ 
+ 
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( 3  ) 電気相11の効果的な設置 ; 
当初は， 獣類対象の電気牧柵 を 改良 し て通電 ワ イ ヤ f

- 7 本張 り の野猿用電気柵が開発整備 さ れて き た が， 争
1996 年頃か ら イ ノ シ シ な ど獣類 と の兼用， 耐久性の 4
観点か ら 全面通電ネ ッ ト の電気柵が主体 と な っ て い る 3
( ソ ー ラ ー発電 ・ パ ツ テ リ ー蓄電の も の， 6 ， 000 ポ/レ ;
ト 以上の電圧， 通電 は 0 . 4�0 . 7 秒間隔ノマノレ ス 式の も ?
のが主体) 0 ;. 

本 県 で は こ れ ま で， 総延長 50 km に 及ぶ各種電気 4
柵が農地 と 山林の境界 ま た は圃場を四方か ら 囲 む よ う I
に整備 さ れて き て い る 。 導入 の 際 に は， 20 種類の 電 f
気柵に つ い て そ の特徴， 単価な ど説明 を付 け た モ デJレ f
展示困 を設置 し て ， 農作物の種類， 園場の地形， 野猿 +
の侵入経路な どに適 し た構造の も の を設置で き る よ う 品
配慮 した。 ま た， 藍性の植物が絡みつ い て漏電 を 引 き 3
起 こ す こ と が多 い た め ， 除草剤使用 に よ る 雑草管理の ;
徹底や， 1(J:圧保守管理機器 と し て所定の電圧が保た れ f
れば発光す る 装置 を開発 し て ， 設置後の メ ン テ ナ ン ス +
を行っ て効果を維持 し て き で い る 。 ; 

3 猿害防止対策に今後必要な こ と i 
私達が猿害対策 に着手 し た 当初 は， 他県の状況や対 ;

策の内容な どが全 く わ か ら なか っ た が， 全国猿害対策 +
協議会が組織 さ れ， 情報交換が容易 に行わ れ る よ う に 4
な っ た り ， 植物防疫課に特別防除係がで き 実証モ デル ;
事業等 も 活用 で き る な ど環境は進展 し て き て お り ， 各 ;
県で創意工夫 さ れた対策が実施 さ れて き て い る 。 ; 

し か し， 現場で今一番欠 げ て い る の は， 地域でサル +
な ど野生鳥獣の動向 を監視 し て い る 人が い な い こ と で +
あ る 。 常時， 地域の ニ ホ ン ザ川 つ い て モ ニ タ リ ン グ ;
出来る 人がいれば， 対策立案上， ま た猿害防止対策の 1
効果的実施上有効であ る し， 対策の効果判定 と 不備な ?
点の改善 は不可欠であ り そ れが可能 と な る 。 ハ ー ド 面 +
だ けでな く ， そ れを機能 さ せ る 人材 の確保な ど ソ フ ト 品
面の充実が今考 え な く て は い け な い こ と であ る 。 か な ;
り の経費を か け て 実施 し た 生息実態調査や電波発信機 ;
の装着は， 群れの同定や行動域の推定， 移動経路の判 f
定に絶大な威力 を発揮 し， 詳細な資料が得 ら れ る は ず +
で あ る 。 こ れ ら を無 に し な いた め に も 獣医師， 動物愛 4
好家， 猿害対策に興味を持つ教員や地元の方， 野生生 ;
物の生態 に 詳 し い猟師， 電波発信機等の操作 に 欠かせ ;
な い無線従事者 な どの協力 を得て， 野生鳥獣の個体群 f
コ ン ト ロ ーlレ (保護管理) を永続的に行っ て い け る 体 +
制 (協力体制) を地元で確立 し て， r群れ ご と に， そ 品
の地域に見合 っ た対策j を実践 し て い く こ と が急務で ;í þ---...a可申国側総額期間掴 あ る 。 こ れに よ り ， 各地で農作物の被害砂 川 軽 f

+ 電気相u (全面通電ネ ッ ト ) 滅 さ れれば幸いであ る 。 t士号咋++++++++++++++++++++++++++++++++++キ+++++++++++宇中+++++++++++.，J
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